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「酒田弁スタンプ」ダウンロード先
LINE STORE の クリエイターズスタンプのページで「酒田」で検索してください

Press Release
報道関係者各位

LINE「酒田弁スタンプ」リリース。
売上は酒田市活性に活用。120円でできる、まちおこし！

2015年05月16日
株式会社ミウラ・リ・デザイン

　企画・制作・マーケティングプロデュースを行う（株）ミウラ・リ・デザイン（本社：東京。代表者・三浦琢揚が酒田市出身）は「酒

田市を離れていてもできる、まちおこし」として、このたび、LINE の「酒田弁スタンプ」をリリースいたしました。これまで「庄内弁」

のスタンプは各種あったのですが、「酒田弁」バージョンはなく、前から制作したいと思っていた事や、周りの酒田市出身者から「い

ろんな地方のスタンプがあるのに、酒田弁がないのはさびしい。ぜひ作って欲しい」という要望の声をたくさん聞いてきており、このたび、

ようやく実現に至りました。４０種類の方言をスタンプにしました。

　酒田弁を消したくない（消えてほしくない）という思い、思い出して欲しい、いつまでも忘れないでいて欲しい、最近の酒田市内の

若者たちは標準語なので、酒田弁を知って欲しい、酒田市を離れ、市外・遠方に暮らしている人たちが同郷同士で、使える酒田弁

スタンプが欲しいという様 な々想いがつまったスタンプです。去年から、3 社協働（ラグタイム社・Brain House 社の協力のもと）で

地道に制作・申請して、5月11日（月）にようやくリリースとなりました。

　弊社の取り分（3社協働なので売上の3分の1になります）は酒田市貢献に使います。遠くに居ても、それぞれが、自分なりにで

きることから、こつこつと地元貢献。この酒田弁スタンプは、そんな弊社の「まちおこし遠隔バージョン」です。

　モチーフとしたキャラクターは、酒田出身である三浦琢揚自身です。このスタンプは、酒田市・市制を代表するものではないので、

ならば！ということで、酒田市を愛する一個人がつくった、ということで私の顔をキャラクター化しました。似顔絵のおおもとは、三浦

の次男が描いた落書きがベースになっています。ダウンロードして、酒田出身者同士・酒田市ファンが、双方向でコミュニケーショ

ンしていただければ、こんなにうれしいことはありません。　「ようやぐ出はたよ！おらがだのスタンプ」


